
不満である 4.2% 4.0%

30/36位 30/36位 順位 14/36位 13/36位

どちらかといえば満足 44.2% 43.6%

9.5% 8.9% どちらかといえば不満 26.5% 26.2%

前回 今回

重要である 30.5% 32.3% 満足している 4.1% 4.9%

1.4% 1.2%

３．市⺠意向調査結果
施策の重要度 前回 今回 施策の満足度

あまり重要ではない

ある程度重要である 48.0% 47.2%

Ｒ06 目標

取組方針 家庭における固定的な性別役割分担意識の是正だけではなく、⾏政や企業、地域やまちづくり活動など、社会のあらゆる分野に
おいて男⼥がともに⽀え合う社会づくりの取組を推進します。

計画
実績H30 計画

実績Ｒ01

１．施策の目標

めざす姿
（成果目標）

男性も⼥性も、お互いにその⼈権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別に関わりなくその個性と能⼒を発揮できる社会となって
いる。

⼥性の審議会等への参画率（法令に基づく各種審議会、委
員会等） ％

H25 基準 H27 計画
実績 H28 計画

実績 H29 計画
実績 H30 計画

実績 Ｒ01 計画
実績

H25 基準

18.7

計画
実績H27 計画

実績H28 計画
実績H29

「男だから、⼥だから」という理由により、⾃分の思い通りになら
ないことがあった市⺠の割合

単位

％

２．施策の意図と成果指標

対象（誰、何を対象としているのか）＊⼈や⾃然資源等 市⺠

 意図（この施策によって対象をどう変えるのか） 男性も⼥性も、お互いにその⼈権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別にかかわりなくその個性と
能⼒を発揮している。

成果指標 Ａ

施策の進捗管理シート
令和 2 年度

施策№ 32 施　策　名 個性と能⼒を発揮できる男⼥共同参画社会の実現 課　⻑　名
（施策統括責任者）

総
合
計
画
体

系

分野 6 第 6 章 互いに尊重し合い、共に創るふれあいのあるまち 施策統括課
八谷　小百合

関係課 ⼈権・同和政策・男⼥参画課　こども家庭課

⼈権・同和政策・男⼥参画課

目標Ｒ06

13.0
10.1
17.5

9.4
17.0

8.1
16.5

8.2
16.0

9.0
15.5

42.0

単位成果指標 Ｂ

43.6 43.4 42.3 42.8 43.3
40.3

42.0 42.0 42.0 42.0 42.0

順位

重要ではない

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

基準(H25) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ０１ 目標(Ｒ06)

計画 実績

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

基準(H25) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ０１ 目標(Ｒ06)

計画 実績


